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施工説明書 引違い窓 3H-Vシリーズ
このたびは、YKKAP 商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。

施工の前に…

商品を正しく組立てていただくために、説明書の内容をご確認ください。

施工の後に…

施工説明書は、取扱説明書（ユーザーマニュアル）を施主様にお渡しください。

●商品の施工については必ず本説明書に従ってください。

注　意

●障子を枠に取付けたときは、はずれ止め部品を必ずかけてください。障子が枠からはずれると事故（人損、物損）の原因になります。
●商品周辺の防水処理と商品本体のシーリングは説明書に従って必ず行ってください。漏水は、家屋や家財を傷める原因になります。
●取付開口部の水平・垂直、対角寸法およびねじれの無いことを確認してください。取付開口部の精度が悪いと商品本来の機能を発揮
できず、家屋の損害の原因になります。

●施工完了後、説明書の調整方法通り、調整が行われていることを確認してください。調整不良は操作不良や異常音の原因になります。
●本商品（3FH-V）は、取外して再度使用する場合があります。次回施工するまで施工説明書を大切に保管してください。
次回施工時にも、必ず施工説明書をご覧ください。

お願い

同梱包部品一覧

●サッシの性能保持のため、

●支障なく開閉して頂くため、

以下の内容を十分お守りください。

開口部について サッシ枠について

z開口部の確認

開口部の水平・垂直・面違いを調べてください。

もし、水平・垂直が出ていなかったり、面違いがあった時は、

添え材を打ち付ける等、調整してください。
x枠の仮止め

サッシ枠を室外側より開口部にはめ込み、仮止めしてください。

枠の水平・垂直、左右のチリ、出入り等を確認し、上記寸法以

内となるよう調整してください。

1.サッシの取付

表を参照のうえ、部品の有無をご確認ください。また、表中の○印の番号は、本文中の組立図の番号と連動しています。

区　分 3H-V、3SH-V 3LH-V 3HB-V

番　号 q w e q w e r q t y

姿　図

品　名 ねじり釘 皿木ねじ
（φ3.1×20）

皿木ねじ
（φ3.5×40） ねじり釘 皿木ねじ

（φ3.1×20）
皿木ねじ

（φ3.5×40）
丸木ねじ

（φ3.5×40） ねじり釘 皿木ねじ
（φ3.1×25）

丸木ねじ
（φ3.1×25）

品　番

個　数

K-6606A

8～18

WF-3120D7

3～6

WF-3540

4～10

K-6606A

8～16

WF-3120D7

3～6

WF-3540

2～6

WR-3540

2～3

K-6606A

10～12

WF-3125

11～13

WR-3125

3

備　考 枠取付用 下枠取付用 上・縦枠取付用 枠取付用 下枠取付用 縦枠取付用 上枠取付用 枠取付用 下・縦枠取付用 上枠取付用

サッシの取付時、電動ドライバー・エアー

ドライバー使用の際は、締め付けトルクは

以下を目安に設定してください。

サッシ枠：2.0～2.5Ｎ・ｍ

（20～25kgf･cm）程度

お願い

●3H-V
窓タイプ

●3LH-V
窓タイプ

窓台の水平は正確に出してください。

下枠のたれ下がり、障子の落下のお

それがあります。

窓台と間柱は正確に組んでください。

下枠のたれ下がり、障子の落下の恐れがあります。

図のような状態のときは手直しが必要です。
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サッシ枠取付時には、以下の寸法をお守りください。

性能・開閉に支障をきたす他、障子、網戸の吊り込みに支障をきたす恐れがあります。

躯体とサッシ枠にすき間がある場合は、パッキン

等で調整してください。

ポイント

c枠に加工されている穴に合わせて釘・ねじでサッシ枠

を躯体に固定してください。

qねじり釘 

w皿木ねじ 
（φ3.1×20） 

qねじり釘 

w皿木ねじ 
（φ3.1×20） w皿木ねじ 

（φ3.1×20） 

qねじり釘 

w皿木ねじ 
（φ3.1×20） 

qねじり釘 
qねじり釘 

w皿木ねじ 
（φ3.1×20） 

t皿木ねじ 
（φ3.1×25） 

qねじり釘 

qねじり釘 

e皿木ねじ 
（φ3.5×40） 

e皿木ねじ 
（φ3.5×40） 

qねじり釘 

e皿木ねじ 
（φ3.5×40） 

qねじり釘 

qねじり釘 

r丸木ねじ 
（φ3.5×40） 

qねじり釘 

r丸木ねじ 
（φ3.5×40） 

qねじり釘 

y丸木ねじ 
（φ3.5×25） 

テラス戸タイプ

テラス戸タイプ

●3SH-V
窓タイプ

●3HB-V
窓タイプ

縦枠部

qねじり釘 

e皿木ねじ 
（φ3.5×40） 

qねじり釘 

qねじり釘 

e皿木ねじ 
（φ3.5×40） 

e皿木ねじ 
（φ3.5×40） 

e皿木ねじ 
（φ3.5×40） 

qねじり釘 

qねじり釘 

t皿木ねじ 
（φ3.1×25） qねじり釘 

e皿木ねじ 
（φ3.5×40） 

●3H-V
窓タイプ

●3LH-V
窓タイプ

テラス戸タイプ

テラス戸タイプ

●3SH-V
窓タイプ

●3HB-V
窓タイプ

●3H-V
窓タイプ テラス戸タイプ

●3SH-V
窓タイプ

●3LH-V
窓タイプ テラス戸タイプ

●3HB-V
窓タイプ

下げ振り 

水準器 

ねじり釘 

縦枠 

上枠 

下枠 

縦枠 

A＝1.5mm以下 
Aサッシ枠のソリ（フクレ） 
 

B＝1.0mm以下 
Bサッシ枠のソリ（ツヅミ） 
 

R1ーR2＝C

C＝3.0mm以下 
Cサッシ枠対角の差 

R1ーR2＝D

D＝4.0mm以下 
Dサッシ上枠のソリ（上がり） 

R1ーR2＝E

E≒0
Eサッシ上枠のソリ（下がり） 

R1ーR2＝G

G≒0
Gサッシ下枠のソリ（下がり） 

R1ーR2＝F

F≒0
Fサッシ下枠のソリ（上がり） 
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施工説明書 引違い窓 3H-Vシリーズ

q縦枠片方をC形鋼の溝にはめ込んでください。
wもう一方の縦枠を押し上げながら、C形鋼の

溝に縦枠をはめ込んでください。

e下枠全長がパネル（土台）にのるまで、枠をゆ

っくりと下げてください。

1.枠の取付

障子を室外側より吊込む場合は、内障子、外障子の順に吊込めますが、障子は室内側からも吊込めます。

室内側から吊込む場合は以下の要領で行ってください。

外障子、内障子の順に吊り込んでください。

q外障子の下端を枠の外に出してください。
w外障子の上端を上枠レールにはめ込んでください。
e下枠レールに戸車が乗るように外障子をおろして

ください。
r外障子を右側へ寄せてください。

t内障子の上端を上枠レールにはめ込んでください。
y下枠レールに戸車が乗るように内障子をおろして

ください。
u最後に行き違いになっている障子を閉めてくださ

い。

●障子をはずす時は、この逆の順序で行って

ください。

●障子を枠に吊込み後、障子の建付良否、開

閉具合、錠の締り具合を点検します。

お願い

縦枠を押し上げる時、必要以上に上げな

いでください。

必要以上に上げると枠が変形するおそれ

があります。

ポイント

●3FH-V 窓・テラス戸タイプ標準枠の場合

2.障子の吊込み

3.調整（電動ドライバー使用禁止）・錠について

室内側より吊込む場合

内障子、外障子の順に吊り込んでく

ださい。

q内障子の上端を上枠レールにはめ

込んでください。
w下枠レールに戸車が乗るように内

障子をおろしてください。
e外障子の上端を上枠レールにはめ

込んでください。
r下枠レールに戸車が乗るように内

障子をおろしてください。

室外側より吊込む場合（3FH-V）

q下枠片方をC形鋼の溝にはめ込んでください。
wもう一方の端部もC形鋼の溝にはめ込み、下

まで下げてください。
e左右縦枠をC形鋼の溝にはめ込み、縦枠下端

部を下枠連結部品に差込んでください。
r上枠端部の片方をC形鋼の溝にはめ込んでく

ださい。
tもう一方の端部もC形鋼の溝にはめ込み、上

端連結部品を縦枠上端部にはめ込んでくださ

い。

●3FH-V テラス戸タイプダボ式枠の場合上枠 

下枠 
縦枠 

縦枠 

Ｃ形鋼 Ｃ形鋼 
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枠は確実に連結し

てください。

ポイント

■納まり状態 
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■戸車の調整
建付調整は戸車の高低を適正な位置に調整することで

行えます。

右回転（時計方向）……上がる

■下部摺動片の調整■クレセントの調整
qクレセントを中間位置まで回し

てください。
wねじをゆるめ、上下に動かし調

整してください。
e調整後、必ずねじを締めてくだ

さい。

■クレセント受の調整
qクレセントがかかりにくい時は

ねじをゆるめて左右を移動して

ください。
w調整後、必ずねじを締めてくだ

さい。

q障子吊込み後、ドライバーで組
立ねじを2～3回転ゆるめてく
ださい。

wドライバーを利用し、はずれ止
めを障子に支障のない位置まで
上げてください。

e組立ねじを締めてください。

出荷時、障子が下がった状態にしてあります。

それ以上は下がりません。

上げたい場合のみ戸車調整をしてください。

ポイント

ドライバー 

右回転 

上
が
る
 

右回転 

上
が
る
 

ドライバー 

内召合せ框 

クレセント 

上
下
調
整
 

クレセント受 

左右調整 

外召合せ框 

組立ねじ 

外召合せ框 

はずれ止め 

上げる 

摺動片固定ねじ 
外
召
合
せ
框
 

調
整
 

障子を枠に取付けた時は、はず
れ止め部品を必ずかけてくだ
さい。
障子が枠からはずれると事故
（人損、物損）の原因になります。

お願い
戸車調整を行った場合、外召合

せ框の下部摺動片（雨水の浸入

を防ぐシ－ルピ－ス付）の調整

を行ってください。

qねじをゆるめて、シールピースと

下枠のすき間がなくなるよう調

整してください。
w調整後、必ずねじを締めてくだ

さい。

お願い

サムターン 

サムターン 
施錠 

キー 
シリンダー 

解錠 

錠本体 

ガイドレール 

差し込む 

キー 

引く 

右に回す 

■辷り出し錠について
外側はキーで、内側はサムターンで施・解錠できます。

正常に作動するか確認してください。

窓タイプ テラス戸タイプ

外部シリンダー 施　錠 解　錠 施　錠 解　錠

■ファスナーロックについて
施錠は外側からのみです。

施錠は、錠本体をガイドレールに差込んでください。

解錠は、キーをシリンダーに差込んで回しながら本体を横に引いてください。

上枠 

連結部品 

縦枠 

下枠 

連結部品 

縦枠 

■障子はずれ止めのセット方法

室外側

室内側

室
外
側

室
内
側

室
外
側

室
内
側

■納まり状態 

クッション材 




